
シントーハヤブサルーフＳＩは
作業性・耐久性に優れ、下塗の変更だけで
金属屋根～窯業屋根への対応可能な万能屋根用塗料です

・抜群の作業性
・シリコンの特長を活かした高耐候で汚れにくい塗膜
・積雪、滑雪への耐久性に優れる
・防藻、防カビ性を有する
・金属屋根、窯業屋根へ下塗の変更だけで対応可能
・１5色の豊富な色彩
・弱溶剤（ターペン）可溶

・戸建て住宅、倉庫、体育館、
工場等の屋根
・金属屋根、トタン屋根

特長 用途

商品構成

適用下塗 ●金属屋根、トタン屋根等 ： ネオゴーセーマイルド下塗等　
●新生瓦、コロニアル、セメント瓦 ： 浸透性マイルドエポシーラー等

標準塗装仕様

工 程
○金属屋根、トタン屋根

工 程

素 地 調 整

上 塗 り

下 塗 り

素 地 調 整

上 塗 り

下 塗 り

塗料名（希釈剤）

商品名

シントーハヤブサルーフＳＩ

混合比
主剤：硬化剤
９３：７

色相

標準色15色
セット
１５ｋｇ

容量
主剤
１４ｋｇ

硬化剤
１ｋｇ

希釈率（％） 標準使用量（㎏/㎡/回） 塗回数 塗装間隔（20℃） 塗装方法

浸 透 性 マ イ ル ド
エ ポ シ ー ラ ー

①ごみ、ほこり、汚れ、かび、藻類等の付着物は取り除く。
　（10MPa程度の高圧水洗推奨。高圧水洗ができない場合は、
ホースで水を流しながら金属ワイヤブラシ等を用いて清掃する。）

②旧塗膜がある場合、脆弱な塗膜、露出している着色セメント層
を入念に取り除く。

③水洗後は十分に乾燥させる。
④油分が付着している場合は脱脂処理を行う。

無希釈 ０.１0～０.15 1 16時間以上
7日以内

はけ
ローラー

シントーハヤブサルーフSI
（ 塗 料 用 シ ン ナ ー A ） 10～20 ０.１２～０.15 2 ５時間～７日 はけ

ローラー

塗料名（希釈剤） 希釈率（％） 標準使用量（㎏/㎡/回） 塗回数 塗装間隔（20℃） 塗装方法
①さびの発生箇所はサンダー、ワイヤブラシ等で完全に取り除く。
②脆弱な旧塗膜を入念に取り除き、活膜は全面目粗しを行う。

③ごみ、ほこり、粉等は高圧水洗にて取り除き、十分乾燥させる。
④油分が付着している場合は脱脂処理を行う。

ネ オ ゴ ー セ ー マ イ ル ド 下 塗
（ 塗 料 用 シ ン ナ ー A ） 5～１０ ０.１5～０.20 1 1日～７日 はけ

ローラー
シントーハヤブサルーフSI
（ 塗 料 用 シ ン ナ ー A ） 10～20 ０.１２～０.15 2 ５時間～７日 はけ

ローラー

○新生瓦、コロニアル、セメント瓦

＊素地の状態によって、使用量は変動することがあります。

＊素地の状態によって、使用量は変動することがあります。

屋根用２液弱溶剤形低汚染シリコン樹脂塗料

標 準 色 サニーレッド・ブラウン・マルーン・チョコブラウン・ノアール・サンドベージュ・モスグリーン・オリーブグリーン・
オーシャンブルー・ライトブルー・ナスコン・ニューグレー・チャコールグレー・ダークグレー・ブラック
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ご使用上の注意事項

シントーハヤブサルーフSI屋根用２液弱溶剤形
低汚染シリコン樹脂塗料

■施工に関する注意事項
１. 気温５℃以下のときは塗装を避けてください。低温時には乾燥遅延な
ど不具合が生じやすくなります。

２. 湿度８５％ＲＨ以上のときは塗装を避けてください。
３. 被塗面に結露がある場合や、塗装後短時間で降雪、降雨が予測される
場合の塗装は避けてください。

４. 結露のある季節の作業は、艶引けなどの不具合を発生しやすいため午
前１０時頃から、午後３時頃までの間に行ってください。

５. 被塗物の表面温度が５０℃以上の場合は、塗装を避けてください。
６. 強風下、炎天下での塗装を避けてください。
７. 絶えず結露が発生するような場所での塗装は避けてください。
８. 瓦（粘土質系屋根材）のうち、いぶし瓦（日本瓦）や釉薬瓦への塗装は避
けてください。無釉薬瓦へ塗装する場合は事前に弊社へご相談くださ
い。

９. 焼付ふっ素塗膜鋼板屋根材や、塩ビゾル鋼板屋根材への塗装は避けて
ください。

10. 新しい金属光沢のあるトタン板への塗装は、６か月以上暴露して金属
光沢が減少してから塗装するか、表面を脱脂して「ガルバロック＃３
００」を下塗りに用いてから塗装してください。

11. スレート系屋根材のうち、天然スレート瓦への塗装は避けてください。
12. セメント系屋根材のうち、乾式洋瓦（モニエル瓦等）への塗装は避けて

ください。
13. シングル材（アスファルトシングル）への塗装は、シントーアスファル
トシングル工法（シントー水性ＡＳルーフ）で塗装してください。

14. 高所作業や水洗後など足場は滑りやすいため、安全には十分注意して
ください。

15. 旧塗膜がある場合は、ペーパー等で目粗ししてください。
16 . 旧塗膜の種類や劣化状態によっては溶剤などの影響により旧塗膜を

おかし、ちぢみなどの異常が発生することがありますので、試し塗り
などでご確認の上、塗装を行ってください。

17. 屋根材のひび割れなどは適切な補修材を用いて補修し、著しい欠損が
ある場合は、同一の屋根材で張替えてから塗装を行ってください。

18. 
認し、屋根材同士が密着している場合は、皮すきやスクレーパー等で

19. 水洗後は、１日以上乾燥させてから塗装を行ってください。
20. 被塗面は清浄な状態にしてから塗装してください。
21. 弱溶剤形の塗料ですので、換気口、空気取入れ口などから揮発した溶

剤が室内に入り込まないように適切な処置をしてください。
22. 塗装中、養生間、塗料取り扱い時は、溶剤や樹脂の臭気などが近隣に影
響を与える場合があります。あらかじめ施主様・近隣住民への説明を
行い、了承を得てください。

■塗料取り扱いに関する注意事項
１. 指定品以外の他品種、他品名の塗料との混合は絶対に行わないように
してください。

２. 火気のあるところでは取り扱わないでください。
３. 容器のフタを開ける際は、缶の内圧が上がっている場合があります。
開栓時は十分気を付けてください。

４. 塗料開缶は原則として使用する直前に行い、開缶したものはその日の
うちに使用するように心がけてください。

５. 塗料は使用する前に電動攪拌機等を用いて十分攪拌を行い、塗料缶の
内容物を均一な状態にしてください。

６. 主剤・硬化剤は、はかりを用いて計量し、必ず所定の比率で混合して、
電動攪拌機等を用いて十分にかき混ぜてください。正しい比率でない
場合、硬化不良などの不具合の原因となります。

７. さげ缶などに小分けして使用する場合は、予め塗料缶の内容物を均一
になるよう攪拌してから小分けを行い、必ずはかりを用いて計量し、
正しい比率で混合してください。また、使用するさげ缶はきれいなも
のを使ってください。

８. 硬化剤は、湿気による影響を受けやすいので、分割して使用した際に
残った硬化剤は、水分の影響を受けないように密閉した状態にして、
冷暗所で保管してください。

９. 混合後は直ちに塗装してください。混合後、使用可能時間を過ぎた塗
料を使用すると塗膜性能低下の可能性がありますので、規定時間内に
使用してください。

10. 塗装中および塗料の取り扱いには必要な保護具(帽子、ヘルメット、保
護めがね、マスク、手袋など)を使用し、身体に付着しないよう注意して
ください。

11. 吸入に関する危険物有害性の表示がある塗料を塗装する場合は、局所
排気装置などを設置し、作業時には有機ガス用の防毒マスクやエアラ
インマスクなどを着用して作業を行ってください。

12. 開缶後や作業中断時など、塗料が入った容器を放置していると塗料が
皮張りする場合がありますので、常にフタをするように心がけてくだ
さい。

13. 塗料取り扱い後、塗装作業後は手洗いおよびうがいを十分に行ってく
ださい。

14. 塗装器具の洗浄には塗料用シンナーAまたはラッカーシンナーをご使
用ください。

15. 現場で材料を保管する場合は、直射日光や雨露が当たらない風通しの
よい場所で保管してください。また、未開缶の塗料は直射日光を避け、
屋内倉庫に貯蔵してください。

■塗装に関する注意事項
１. 希釈剤は弊社指定の希釈剤を使用し、希釈量は、規定量内でご使用く
ださい。

２. 被塗面の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などにより使用
量は増減することがあります。

３. 波板トタンの山の部分の塗膜が薄くなりがちです。この部分を先行塗
りしてから全面塗装してください。

４. 積雪の荷重を最も受けやすい軒先の部分、瓦棒の凸部には擦り付ける
ように増し塗りを行ってください。

５. パッキンやゴム、プラスチックなどの可塑剤を含むものと接触する部
位への塗装は避けてください。

６. 塗装直後塗面は足場が滑りやすくなり、踏み跡も残るため踏まないよ
うに、安全には十分注意してください。

７. １回目塗装部と２回目塗装部の境が目視ではわかりにくくなる場合
があるため、塗りむら塗り忘れがないように注意してください。

８. 
密着している箇所は皮すきやスクレーパー等で縁切りを行ってくださ
い。

■緊急時の対応
１. 目に入ったときには、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を
受けてください。

２. 皮膚に付着したときには、多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは
外観に変化があるときは、出来るだけ早く医師の診察を受けてくださ
い。

３. 蒸気、ガス等を吸入した場合には、できるだけ早く医師の診察を受け
てください。

４. 飲み込んだ場合には、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
５. 容器からこぼれた場合や飛散した場合は、砂、布（ウエス）などで拭き
取ってください。

■廃棄
使用済みの塗料缶や塗料が付着したウエスや残塗料を廃棄する場合は、関
連法規に従って産業廃棄物として廃棄してください。（河川や土壌等、環境
汚染になる場所へ廃棄しないでください。）

■保管
１. 残塗料は密封して冷暗所に保管してください。
２. 子供の手の届かない場所に保管してください。
３. 塗料の保管は関連法規を遵守してください。
４. 容器はつり上げないでください。

※安全に関する詳細な内容については、安全データシート(SDS)を参照ください。
※必ず各塗料の個別カタログに記載している注意事項をご確認ください。
※ご不明な点に関しましては、弊社問い合わせ先までご連絡願います。


